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　8．悪性腫瘍診断マーカーとしての尿中　hCG
　　　P　一　core　fragment
　　（産婦人科学）　弓立　　環，鈴木　良知，
　　　　足立　　匡，鈴木　康伸，井坂　恵一，
　　　　高山　継目
　今回私どもは婦人科腫瘍患者を対象に尿中β一
core　fragmentの検出率を測定し，各種腫瘍マー
カー陽性率と比較，検討したので報告する。
方法：hCGβ一coreに対するモノクロナール抗体229
（MoAb229）を用いた酵素免疫測定法を用いて患
者早朝尿O．1・meを検体として測定した。感度は0．02
ng／m2である。
結果：健常女性全例が0．2ng／rk以下であり，カン
トオフ値とした。悪性卵巣腫瘍69．2％（27／39），
CA125；61．5％（24／39）＝子宮頸癌58．3％（21／
36＞，SCC；58．3％（21／36）：子宮体癌50。0％
（10／20），CA　19－9；40．0％（8／20）：良性卵巣
腫瘍1．90％（1／54）＝子宮筋腫5．50％（3／55）：
外性子宮内膜症5．00％（1／20）であり，悪性腫瘍
鑑別に有効であった。
　10．思春期性巨大乳房の内分泌学的検討
　　（小児科学）　宮澤博夫，荻原正明，
　　　　有瀧世界爺，本多　渾男
　　（形成外科学）渡辺克益，菅又章
　思春期性巨大乳房（pubertal　macromastia）は思
春期男子において，乳房が特発性にTanner　3－5
度に腫大し，成人期にまで持続する疾患である。
私達は本症の3例について内分泌学的検討を行っ
たので報告する。
　症例は14歳9ヵ月，13歳10ヵ月，10歳10ヵ月の
男子，5ヵ月～1年前より両側乳房がTanner4度
と著明に腫大し来院した。睾丸容積，陰茎の長さ
は正常，染色体は46，XYと正常，血中E，，　E2は高
く，testosteroneは正常～高値T／E、，T／E、は低下
した。LH－RH負荷により血中LH，　FSHは正常
～過大反応，HCG負荷では血中testosteroneは
過大反応を示した。本症の乳房は自然に縮小しな
いといわれている。薬物療法としてサイプロテロ
ソアセテート，ダナゾール，クロミフェンなどを
用いたが無効であった。症例1は乳房切除術を行
った。
　9．神経内分泌細胞由来腫瘍としての肺癌
　　（外科学第一）　正田　　聡，中村　治彦，
　　　　小高　達朗，小林　寿光，魏　　柏栄，
　　　　河手　典彦，米山　一男，小中　千守，
　　　　加藤　治文
　肺癌各組織型のうち小細胞癌とカルシノイドは
神経内分泌腫瘍としての性格が顕著で，各種の
neuropeptideや神経組織特異的な酵素が腫瘍マー
カーとして知られている。しかし教室で継代中の
培養細胞の中には病理形態上は腺癌であるにもか
かわらず，ACTH，β一エソドルフィン，NSE高値
を示すものが存在する。また臨床例で，NSE高値
例の占める割合をみると小細胞癌84．6％に対して
腺癌33．3％，扁平上皮癌5．0％であり，頻度は低い
が非小細胞癌のなかにも神経内分泌細胞の性格を
有するものの存在が示唆され，肺癌の発生母地を
考える上で興味深い。
　11．新生児期における血中GHの動態について
　　（小児科学）　草川　 功，牧野　 尚，
　　　　武井　章人，沼部　博直，宇都宮正司，
　　　大久保利武，有瀧世界爺，本多　輝男
　SFD（small　for　date）にて出生した児は，
AFD（appropriate　for　date）児に比し，その後の
catch　upが劣るが内分泌学的に検討した報告は少
ない。今回我々は，新生児早期（日齢5日）に血
中GH基礎値を測定し，満期産AFD児13．4±1．24
ng／㎡（Mean：±SEM），に対しSFD児28．3土4．65ng
／rn2，早期産児30．9±4．70ng／irveという結果を得た。
成長ホルモン基礎値は出生時体重が小さいほど高
値を示し，体重2500g前後より一定となった。ま
た，hpGRF負荷を一ヶ月児に行いGH分泌反応を
見る事ができた。今回得た基礎データは，こういつ
た患児の長期フォローアップに役立つと思われ，
より正確な情報を得るため症例数を重ねたいと考
えている。
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